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１．本日の議論で確認したいこと
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①（仮）防災機能の整備に係る方向性

②（仮）防災機能の確保に係る計画改訂事項について
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本日の議論で確認したいこと

確認事項

本日は、これまでの議論を踏まえて、次の事項の方向性と内容を確認し、Step① 四條畷
南中学校跡地における（仮）防災機能の確保について、取りまとめたいと考えます。
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本日の議論で確認したいこと

これまでに整理した資料請求の内容等を踏まえ、今後、令和５年度当初予算の内容を精査していく
ことから、四條畷南中学校跡地における（仮）防災機能の整備に係る方向性を確認いたします。

①（仮）防災機能の整備に係る方向性

整備の方向性※ 主な内容

A案 エレベーター及びスロープの整備を検討する。

B案 スロープを基軸として、２階への進入路の整備を検討する。

C案 ２階への昇降は、エレベーターの使用を基軸に整備を検討する。

D案 他の避難所の環境と同水準になるように整備を検討する。

上記の『整備の方向性』と『整備の期間』を踏まえて、理事者で必要な整備内容を検討し、令和５年度当初予算案に
調製した結果を反映してまいります。理事者側の考えとしましては、他の避難所の環境と同水準になるように整備を検討
していくD案と考えています。

※『整備の方向性』の詳
細は２４ページを参照。

整備期間等
2023
R5

２０２４
R6

２０２５
R7

２０２６
R8

２０２７
R9

２０２８
R10

２０２９
R11

２０３０
R12

２０３１
R13

２０３２
R14

実施設計含む場合 実施設計 工事期間

実施設計を含まない場合 工事期間

旧校舎の耐用年数（築６０年） 築５１年 築５２年 築５３年 築５４年 築５５年 築５６年 築57年 築５８年 築５９年 築６０年

四條畷南中学校跡地（体育館） 用途規制の緩和等 工事期間

四條畷東小学校跡地（体育館） 集約化

青少年コミュニティー運動広場 機能移転

供用開始（
参
考
）

※旧校舎は築５０年を超えており、費用対効果が見込めないため、長寿命化改修は予定していません。

２４ページに進む

・PCはクリック
・タブレットは長押し



令和２年１月に策定した四條畷市個別施設計画【公共施設】では、四條畷南中学校跡地への体育
館の新築整備を起点に西部地域の公園整備を関連付けています。
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 青少年コミュニティー運動広場

本日の議論で確認したいこと

 四條畷南中学校跡地  四條畷東小学校跡地

①（仮）防災機能の整備に係る方向性

体育館を集約化（新築整備） 球技を行う運動広場を機能移転

西部地域における公園整備 参考：四條畷市個別施設計画【公共施設】より

凡例 整備工事の動き

施設機能の動き
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本日の議論で確認したいこと

P.3の議論を踏まえ、個別施設計画に（仮）防災機能の確保に係る記載事項を反映させ、計画の改
訂事項として、議案を上程することから、計画の改訂事項について、再度、確認させていただきます。

②（仮）防災機能の確保に係る計画改訂事項について

新 旧

方向性

・ＪＲ片町線以東、国道１６３号以南の地域の防災機能を確保するた
め、当該跡地を活用し、避難所の確保を図る。
・新たな避難所機能を有する施設を整備するまでの間、既存校舎に
おいて、避難所機能の充実を図る。
・ボール遊びができる公園を整備する。

配置の
考え方

・既存校舎も含めた跡地の利活用については継続検討する。
・体育館を新築整備し、当該跡地の体育館機能と四條畷東小学校
の体育館機能を集約させる。

②整備方針

③更新等の時期

33.四條畷南中学校跡地

方向性

・ＪＲ片町線以東、国道１６３号以南の地域の防災機能を確保するた
め、当該跡地を活用し、避難所の確保を図る。
・ボール遊びができる公園を整備する。

配置の
考え方

・既存校舎も含めた跡地の利活用については継続検討する。
・体育館を新築整備し、当該跡地の体育館機能と四條畷東小学校
の体育館機能を集約させる。

②整備方針

③更新等の時期

33.四條畷南中学校跡地

 個別施設計画では、具体の整備内容にまで言及しておらず、整備方針や考え方を示したものです。
 計画改訂にあたっては、１回目の改訂と２回目の改訂に係る記載するレベルを揃える必要があります。
 １回目の改訂事項が、２回目の改訂事項の指標になると考えます
 現計画の記載レベルで計画を改訂する場合は、以下の赤字の内容と考えます。

資料再掲：令和4年７月１９日開催の議決すべき計画に関する特別委員会 資料１ P.6より



２．次回の特別委員会について
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№ 事項
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

１ 特別委員会

２ パブリックコメント

３ 議決

４ 計画改訂

調査研究の期間

№ 事項
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

１ 特別委員会

2 議決

3 計画改訂

Step① 四條畷南中学校跡地における（仮）防災機能の確保

Step② 継続検討とした１５施設の今後のあり方

 変更事項
1.特別委員会の期間を９月下旬まで延伸。
2.議案の上程時期を10月臨時議会に設定しました。
3.計画の改訂時期を１０月臨時議会終了後に設定しました。

次回の特別委員会について

『本日の議論で確認したいこと』を踏まえて、今後のスケジュールを見直ししました。

次回の特別委員会では、Step② 継続検討とした１５施設の今後のあり方の議論に向けて、資料を提出してまいります。

次回の特別委員会の開催日程

令和４年１０月２５日（火） ①１０月臨時議会を開催する場合は、臨時議会終了後から。
②１０月臨時議会を開催しない場合は、１０時から。
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≪参考資料≫

（１）令和４年８月１８日開催の特別委員会の確認事項
（２）資料請求一覧
（３）その他資料請求等



（１）令和４年８月１８日開催の特別委員会の確認事項

四條畷南中学校跡地における（仮）防災機能の確保に係る議決時期については、特別委員会の議
論の進展状況により判断する。

（１）今後のスケジュールについて

①鉄骨造でのスロープ設置の検討［長畑委員］
②エレベーターの電源確保（小型発電機）［柳生委員］
③エレベーターの電源確保（電源車）［島委員］
④出入口③から校舎までの舗装整備［大矢委員］
⑤出入口②のスロープ改修 ［大矢委員］

（３）その他資料請求等

9

委員長から確認事項として、これまでの議論を踏まえると、当該跡地の仮防災機能に係る整備につい
ては、一定の予算が必要となることから、仮防災機能の議論をこのまま進めていくかどうかの確認があっ
た。
議論の結果、当初の予定とおり、仮防災機能を議論していくことを確認する。

（２）委員長からの確認事項
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① 四條畷南中学校跡地校舎棟における避難所の使用可能面積及び収容人員 ［瓜生委員］
② 四條畷南中学校跡地校舎棟の２階へ接続するスロープの設置費用（概算）［森本委員］
③ 四條畷南中学校跡地校舎棟を転用した場合の改修費用及び財源の内訳［森本委員］
④ 公共施設再編検討会報告書の提言内容をもとにした公共施設再編案及び将来更新費用［渡辺委員］

その他資料請求等（令和４年６月１７日請求内容）

①２階職員室へのスロープの設置に係る検討について［長畑委員］
②オーバーブリッジの老朽化の状況について［大矢委員］
③エレベーターの停電対策について（自家発設置・電気自動車の活用）［長畑委員、森本委員］
④エレベーターへの浸水対策について［森本委員］
⑤長寿命化改修に係る単価について［渡辺委員］
⑥避難所の出入口に係る考え方について［瓜生委員・大矢委員］
⑦災害対策給水栓の移設（土砂災害警戒区域外への設置）について［島委員］

その他資料請求等（令和４年７月１９日請求内容）

（２）資料請求一覧

①鉄骨造でのスロープ設置の検討［長畑委員］
②エレベーターの電源確保（小型発電機）［柳生委員］
③エレベーターの電源確保（電源車）［島委員］
④出入口③から校舎までの舗装整備［大矢委員］
⑤出入口②のスロープ改修 ［大矢委員］

その他資料請求等（令和４年8月１8日請求内容）
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（３）その他資料請求等

 令和４年８月１８日開催の特別委員会で資料請求のありました①から⑤について、整理を行いました。
P.12 ①鉄骨造でのスロープ設置の検討［長畑委員］
P.13 ②エレベーターの電源確保（小型発電機）［柳生議員］
P.14 ③エレベーターの電源確保（電源車）［島委員］
P.15 ④出入口③から校舎までの舗装整備［大矢委員］
P.16 ⑤出入口②のスロープ改修 ［大矢委員］

 『１．本日の議論で確認したいこと』を議論するにあたり、参考情報として概算費用等を整理しました。
P.17 （参考）小型発電機
P.18 （参考）階段昇降車
P.19 （参考）階段昇降機
P.20 （参考）停電時の電源系統整備
P.21 （参考）コンクリートの打設
P.22 （参考）止水板の整備
P.23 （参考）備品・什器の処分
P.24 （参考）空調の整備・更新
P.25 （参考）（仮）防災機能の整備に係る概算費用一覧
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①鉄骨造でのスロープ設置の検討［長畑委員］

スロープ（鉄骨造）の整備費用を検討するにあたり、想定される工事内容をもとに１ｍあ
たりのスロープ設置単価を算出し、概算工事費を算出しました。

（注）概算費用は、四條畷南中学校跡地整備に係る検討支援業務の受託者（以下、『受託者』という。）が、これまでの知見等に基づき簡便な方
法で算出した参考金額であり、詳細設計をもとに算出していないため、精緻な金額ではありません。

 概算費用の算出②
・四條畷南中学校跡地整備に係る検討支援業務の受託者の協力を得て、概算費用を算出しました。
・受託者の想定による工事内容をもとに㎡単価を算出し、想定延長を乗じて、概算費用を算出しています。
・校舎棟２階の開口部に施工費用は概算費用に含まれていないため、別途、費用が必要となります。

工事内容 単価（円/ｍ）

基礎工事 ９,１６１

鉄骨工事 １９４,５００

塗装工事 １０,０１０

雑工事 ３２,０５１

小計（A） 245,722

 スロープ（鉄骨造）１ｍあたり概算工事費
（直接工事費）

＋

（間接費）

＝直接工事費×２０％

単価（円/ｍ）

４９,１４４

（工事価格）
＝直接工事費＋間接費

単価（円/ｍ）

２９４,８６６＝

（合計）
＝工事価格＋消費税

単価（円/ｍ）

３３０,０００≒
※一万円未満を切り上げ

単価（円/ｍ）

約３３０,０００

 スロープ（鉄骨造）の概算工事費

× ＝

延長（ｍ）

約８５

概算費用（円）

約２８,０００,０００

動線⑤＋⑥ 鉄骨造スロープの設置イメージ

約５０m
約３５m



②エレベーターの電源確保（小型発電機）［柳生議員］

出典：デンヨー株式会社 カタログより

柳生委員からご意見をいただきましたエレベーターの電源確保に係る小型発電機につ
いて、整理しました。

項目 出力（KVA） 電圧（V）

動力用 4.0 200

照明用 1.5 100

参考品

小型発電機の概算費用 約９０万円
※ただし、小型発電機から昇降機までの電気配線工
事が必要であり、概算費用に電気配線工事は含まれて
いません。
※停電時に使用する場合は、電源系統を手動により切
り替えを行う必要があります。

 エレベーターの稼働に必要な電源

13

（参考）
四條畷南中学校跡地には、

避難者用の小型発電機を１
台配備していますが、避難者
用のため、停電時のエレベー
ターの電源には使用すること
ができません。



③エレベーターの電源確保（電源車）［島委員］

14出典：神鋼造機株式会社 総合カタログより

島委員からご意見をいただきましたエレベーターの電源確保に係る電源車について、整
理しました。

参考品

概算費用：約6,500万円

（補足）
 概算費用は、標準的な車両価格
であり、仕様の内容により、価格
は変動します。

 車両の調達期間として、発注後、
約15ヶ月程度の期間が必要で
す。

 電源車は、移動用電気工作物と
なるため、電気事業法、電気工
事士法、電気工事業法、労働安
全衛生法の規定に基づく諸手続
き等が必要です。

 上記に関連する費用のほか、電
源車から昇降機までの電気配線
工事に係る費用等は、概算費用
に含まれていないため、別途、費
用が必要です。

概算費用：約3,500万円
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④出入口③から校舎までの舗装整備［大矢委員］

大矢委員からご意見をいただきました出入口③から校舎までの動線を舗装整備した場合の
概算費用を試算しました。

出入口③

出入口（F）

（注）総延長、平均幅員、整備面積の値は、地図情報システム等で計測した値をもとに算出した参考値であり、施工の際の値とは異なります。

（補足）
 グラウンドは、大雨の際、雨水を一時貯留する

貯留浸透施設であるため、水が貯まる場合が
あります。

 動線上にスロープが２箇所あり、大阪府福祉の
まちづくり条例に適合させる場合はスロープ勾
配の改修が必要です。

 スロープ改修Ⓐを施工した場合、貯留浸透施
設機能に影響を与えることが想定されるため、
検討が必要です。

スロープ改修Ⓐ

スロープ改修Ⓑ

動線

舗装

概算費用 約１,３００万円

スロープ改修
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⑤出入口②のスロープ改修 ［大矢委員］

大矢委員からご意見をいただきました出入口②のスロープ改修について、概算費用を試算し
ました。

出入口②

階段高さ≒約1.2ｍ 幅員≒約4ｍ

スロープ改修のイメージ

幅員≒約2ｍをスロープ改修

（注）スロープの延長を確認するために、平面図（航空写真）を用いて整理した資料です。

概算費用 約５００万円
※門扉の改修費用を含む。

（補足）
 スロープ改修と鉄骨造のスロープを合わせて
設置する場合は、構内における車両通行の動
線を検討する必要があります。

約15ｍ
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（参考）階段昇降車

参考：（株）サンワ ステアシップ TRE-52カタログより

くすのき小学校では、平成２４年度にエレベーター棟を新築するまでの間、階段の昇降対
策として、階段昇降車を利用していました。

概算費用 約２００万円

(参考）くすのき小学校

参考品 （株）サンワ ステアシップ TRE-52
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（参考）階段昇降機

参考品：新光産業㈱ シンフォニーEA-6（屋内外・曲線階段）

概算費用 約800万円以上

（補足）
 機種やレール長さや形状、設置環境等により、価格は
変動します。

 電源：単相100Vまたは200V バッテリー充電式

階段昇降車以外にも階段昇降機という製品もありますので、参考資料として整理しました。

車
椅
子
用

椅
子
用

概算費用 約1７０万円以上

（補足）
 機種やレール長さや形状、設置環境等により、価格は
変動します。

 電源：AC100V DC24Vバッテリー

参考品：新光産業㈱ シュプール X（屋内・曲線階段）

参考品
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（参考）停電時の電源系統整備

発電設備で発電した電力をエレベーターへ供給するには、非常用の電源系統を整備する
必要があるため、概算費用を整理しました。

 一般的な高圧電力の供給

発電所 送電 高圧受電設備 エレベーター

 停電時の電力供給

発電設備

停電時の電源系統整備

概算費用：約２００万円

（注）概算費用は、受託者がこれまでの知見等に基づき簡便な方法で算出した参考金額であり、詳細設計をもとに算出して
いないため、精緻な金額ではありません。
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（参考）コンクリートの打設

校舎棟１階東側出入口をコンクリートで閉塞する場合の概算費用を整理しました。

概算費用：約１２０万円

校舎棟１階東側出入口

 施工前
 施工後

 概算費用の算出
・１階東側開口部をコンクリートで打設し、コンクリート壁を整備する内容の概算費用。
・延長：１０ｍ、高さ：２．７ｍ、厚み：０．４５ｍを施工範囲として概算費用を算出しています。

工事イメージ



21

（参考）止水板の整備

止水板の整備に係る概算費用を整理しました。

参考品 中部美化企業（株） ウォーターシャッター

× ２

（延長≒１０ｍ相当）

＋ 搬入費・施工費 ≒ 約７００万円

（価格例）

出典：中部美化企業（株） 浸水対策用脱着式止水板 ウォーターシャッター

（概算費用）
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（参考）備品・什器の処分

避難所面積（最大）に要する備品・什器等の処分費について、四條畷南中学校跡地整備
に係る検討支援業務の受託者がこれまでに実施した同種・同類の業務を参考に、概算費用
を算出しました。

概算費用：約５００万円

（注）概算費用は、受託者が、これまでの知見等に基づき簡便な方法で算出した参考金額であり、詳細設計をもとに算出し
ていないため、精緻な金額ではありません。

特別教室普通教室

 概算費用の算出
・避難場所となる普通教室、特別教室の黒板及びロッカーの撤去・処分
・避難場所（青色）となる普通教室の椅子及び机の撤去・処分
なお、１教室あたり机４０台、椅子４０脚とする。
・避難場所となる特別教室の備品等の撤去・処分については、教室の用途により条件が異なる為、
最も費用が高いと考えられる理科室の撤去・処分費を参考金額として、特別教室数を乗じる。

スペースの確保
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（参考）空調の整備・更新

避難所面積（最大）を前提として、直近の空調工事における価格をもとに、空調の新設と
既存空調の更新を概算費用として整理しました。

概算費用：約８,500万円

 概算費用の算出
・避難場所となる普通教室等の空調未設置箇所への設置
・避難場所となる普通教室等に設置している既存空調の更新
・直近の空調工事の価格を参考金額として試算

赤色 青色 黄色 赤色 青色 黄色 赤色 青色 黄色 赤色 青色 黄色

１階 技術室① 110 ２階 仮縫室 16 ３階 視聴覚室 ● 127 127 ４階 少人数教室① ● 62 62

相談室 ● 32 32 家庭科室① 96 96 倉庫 62 62 普通教室① ● 66 66

図書室 ● 96 更衣室 32 32 少人数教室① ● 66 66 国語研究室 32 32

更衣室 ● 32 32 教務室 32 32 英語研究室 32 少人数教室② ● 66 66

放送室 ● 32 32 普通教室① ● 66 66 少人数教室② ● 66 66 普通教室② ● 64 64

支援教室① ● 64 更衣室学習室 ● 64 64 普通教室① ● 64 64 普通教室③ 64 64

PTA会議室 64 普通教室② ● 64 64 普通教室② ● 64 64 アンサンブルルーム 32

準備室① 32 生徒指導室 66 66 準備室① 32 32 音楽室① ● 98 98

理科室① 98 生徒会室 ● 66 66 美術室① 98 98 アンサンブルルーム 24

理科室② 98 職員室・印刷室 ● 222 222 美術室② 98 98 倉庫① 24

準備室② 32 家庭科室② 94 94 通級指導教室 ● 64 64 音楽室② ● 98 98

理科室③ 98 準備室 32 32 クラブ室 96 96 倉庫② 64 64

事務室 ● 32 普通教室③ ● 66 66 準備室② 28 28 社会科教室 96 96

保健室 ● 66 配膳室 12 少人数教室③ ● 66 66 研究室 28

支援教室② ● 63 63 資料室 12 コンピューター教室 ● 96 96 少人数教室③ ● 66 66

支援教室③ 63 準備室③ ● 32 32 通級指導教室 ● 64 64

校務員室 23 数学研究室 32 32 クラブ室① 64 64

配膳室 ● 55 55 0 カウンセリングルーム 32 32 クラブ室② 64 64

技術室② 110 配膳室 12 配膳室 12

研究室 32 資料室 12 資料室 12

小計 1,232 0 64 150 小計 940 390 66 444 小計 1,179 390 733 0 小計 1,100 356 612 0

150 444 0 0

諸室名 空調 床面積床面積 階層 諸室名 空調 床面積 階層
避難所

階層 諸室名 空調 床面積 階層
避難所 避難所 避難所

64 456 1,123

空調諸室名

968

 対象教室

１階小計：２教室 ２階小計：８教室 ３階小計：１７教室 ４階小計：１４教室

合計 ４１教室

（注）機器はGHPを前提に試算しています。市庁舎に設置しているGHPとは異なり、停電時は使用することができません。ま
た、GHPに発電機能はありません。
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（参考）（仮）防災機能の整備に係る概算費用一覧

類型 №
整備の方向性

整備内容 概算費用 備考
A B C D

動線
（平面）

1 ● ● ★スロープ改修 約2,000万円以上 動線①～④に係る概算費用

2 ● ● ★スロープ（鉄骨造）設置 約2,800万円 動線⑤＋⑥（鉄骨造）の概算費用

3 ● ● ● スロープ改修 約５００万円 出入口②のスロープ改修に係る概算費用

4 ● ● 舗装整備 約１,３００万円 出入口③から出入口（F）までの概算費用

動線
（昇降）

5 ● ● ● エレベーターの復帰 約620万円 エレベーターの復帰検査の費用＋10年間の保守費用※追加修繕の費用は含まない。

6 ● ● ★自家発電設備 約2,500万円 市庁舎東別館の自家発電設備の更新に係る概算費用

7 ● ● 小型発電機 約９０万円 参考品に係る概算金額

8 ● ● 停電時の電源系統整備 約２００万円 発電設備からエレベーターまでの電源系統の整備費用。

9 ● ● ★電源車 約3,500万円以上 参考品に係る概算費用

10 ● ● ● ● 階段昇降車（機） 約１７０万円以上 参考品に係る概算費用（階段昇降車、階段昇降機（車椅子用、椅子用））

浸水
対策

１１ ● ● コンクリート打設 約１２０万円 出入口の閉塞に係る概算費用

１２ ● ● 止水板の整備 約700万円 参考品に係る概算費用

１３ ● ● ● 土嚢の設置 約ーー円 概算金額が少額の見込みのため、費用の詳細は算出していません。

その他
整備

１４ ● ● ● 給水栓の移設 約200万円以上 移設に係る概算費用

１５ ● ● ● ● 備品・什器処分 約５００万円 避難所面積（最大）に要する処分費の概算費用

１６ ▲ ▲ ▲ ★空調の整備・更新 約８,５００万円 避難所面積（最大）を前提とした概算費用

（注１）概算費用は、参考価格等をもとに粗い試算により算出したものであり、精緻な金額ではありません。また、試算の前提条件を変えると金額
が変動しますので、ご留意願います。

（注２）各案で示している整備の方向性をもとに、理事者側で整備内容の組み合わせ等を検討したうえで、予算案を調製します。

（仮）防災機能の整備に係るこれまでのご意見をもとに、類型別に概算費用を整理しました。
凡例 ●：各案における整備内容の検討範囲を示す。 ▲：現場調査の状況等により必要最低限の整備内容となる。

★：実施設計を要することが見込まれる整備内容を示す。※ただし、整備内容の詳細検討により、整備範囲や規模等を縮小し
た場合は、実施設計を行わない場合があります。

３ページに戻る


